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『
古
今
持
為
注
』
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て 

 

舘 

野 

文 

昭 

  

要 

旨 

 

『
古
今
持
為
注
』
な
ど
と
呼
ば
れ
る
室
町
期
『
古
今
和
歌
集
』
注
釈
書
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
下
冷
泉
持
為
（
１
４
０
１
～
１
４
５
４
）
の
講
釈

の
聞
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
当
に
持
為
の
注
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
中
世
成
立
の
汎
冷
泉
流
『
古
今
集
』
注
釈
書
の
う
ち
、

素
性
の
明
確
な
も
の
と
し
て
は
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
冷
泉
家
に
伝
え
ら
れ
た
古
今
学
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
る
。
し
か
し
先

行
研
究
を
見
る
と
、
仮
託
説
も
存
在
し
、
現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
真
作
説
の
論
拠
に
も
不
審
な
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
真

作
説
及
び
仮
託
説
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
事
項
を
具
体
的
に
検
討
し
、
真
偽
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、

真
作
説
の
論
拠
と
し
て
諸
論
考
が
挙
げ
て
い
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
一
方
、
仮
託
説
の
論
拠
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
通
説
に
反
し
て
、『
古
今
持
為
注
』
は

持
為
仮
託
の
注
釈
書
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
室
町
時
代
後
期
頃
（
文
明
十
年
以
降
か
）
に
宗
祇
流
な
ど
の
汎
二
条
流
に
対
抗
し
よ
う
と

す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
注
釈
書
と
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
論
を
受
け
て
、
奥
書
の

問
題
に
も
再
考
を
加
え
、
さ
ら
に
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
に
お
け
る
持
為
説
の
問
題
に
も
言
及
し
た
。 
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は
じ
め
に
―
汎
冷
泉
流
『
古
今
集
』
注
釈
の
中
の
『
古
今
持
為
注
』 

  

中
世
に
成
立
し
た
数
多
の
『
古
今
集
』
注
釈
書
に
つ
い
て
、
歌
道
の
流
派
と
い
う
観
点
で
眺
め
て
み
る
と
、
宗
祇
流
・
常
光
院
流
な
ど

の
汎
二
条
流
の
も
の
は
豊
富
に
残
さ
れ
、
成
立
事
情
の
明
ら
か
な
も
の
も
多
い
。
翻
っ
て
汎
冷
泉
流
と
呼
べ
る
も
の
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、

僅
か
に
以
下
の
四
点
を
数
え
る
程
度
で
あ
る
。

 

（
1
）

 

 
 
 
 

ⅰ
『
大
江
広
貞
注
』 

 
 
 
 

ⅱ
『
古
今
持
為
注
』 

 
 
 
 

ⅲ
『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕
』 

 
 
 
 

ⅳ
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』
所
収
古
今
注 

 

こ
の
う
ち
ⅰ
は
奥
書
に
よ
る
と
冷
泉
為
相
の
注
説
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
み
て
為
相
が
実
際
に
説
い
た
説
を
記
し

た
も
の
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

 

（
2
）

ⅲ
ⅳ
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
で
論
じ
た
。
と
も
に
成
立
事
情
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
冷
泉

家
当
主
の
注
説
を
記
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
3
）

 

 

そ
れ
で
は
ⅱ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
諸
本
に
見
え
る
奥
書
に
よ
る
と
、
下
冷
泉
持
為
（
一
四
〇
一
～
一
四
五
四
）
の
講
釈
を
記
し
た
も

の
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
の
奥
書
は
信
じ
て
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
新
の
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

二
〇
一
四
）
の
記
述
を
確
認
し
て
み
た
い
。 

 
 

古
今
秘
伝
抄 

伝
持
為 

こ
き
ん
ひ
で
ん
せ
う
〔
室
町
時
代
前
期
注
釈
書
〕 

宮
内
庁
書
陵
部
に
二
本
、
広
島
大
学
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
五
冊
本
（
二
六
六
・
一
五
）
は
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外
題
「
古
今
和
歌
集 

冷
泉
持
為
卿
述
」
、
内
題
「
古
今
和
歌
集
冷
泉
持
高

（
マ
マ
）

卿
抄
」
と
あ
る
。
寛
永
九
１
６
３
２
年
書
写
。
奥
書
に
よ

れ
ば
宝
徳
二
１
４
５
０
年
に
行
わ
れ
た
冷
泉
持
為
が
将
軍
足
利
義
成
（
義
政
）
に
講
義
し
た
際
に
同
席
し
た
法
浄
院
明
献
が
、
文
明

九
年
に
講
じ
た
注
釈
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。
冷
泉
持
為
の
注
釈
と
認
め
て
よ
い
が
、
注
釈
内
容
を
見
る
と
、「
三
流
抄
」
や
二
条
家
流

の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
下
冷
泉
の
祖
・
持
為
に
よ
る
冷
泉
家
流
と
は
や
や
異
な
る
注
釈
の
有
り
様
が
窺
え
る
。 

【
参
考
文
献
】『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題 

二
』
片
桐
洋
一
（
赤
尾
照
文
堂 

１
９
７
３
）
＊
『
中
世
古
今
集
注
解
題 

四
』
片
桐

洋
一
（
赤
尾
照
文
堂 

１
９
８
４
）（
中 

周
子
） 

 

古
今
和
歌
集
抄 

こ
き
ん
わ
か
し
ふ
せ
う
〔
室
町
時
代
前
期
注
釈
書
〕 

下
冷
泉
持
為
の
講
釈
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、
冷
泉
家
流
の
秘
伝
と
す
る
説
を
多
く
含
む
。
宝
徳
二
１
４
５
０
年
秋
の
奥
書
が
あ

る
。
足
利
義
教
の
没
後
、
持
為
が
歌
壇
に
君
臨
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
、
冷
泉
家
流
の
古
今
集
注
釈
の
完
本
の
一
つ
。
広
島
大
学

な
ど
蔵
。
た
だ
し
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
は
端
書
き
に
「
冷
泉
持
高
卿
抄
」
と
記
す
が
、
題
箋
・
奥
書
共
に
持
為
と
す
る
。（
尾
葉
石
真
理
） 

こ
こ
に
挙
げ
た
二
つ
の
項
目
は
と
も
に
同
一
の
注
釈
書
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
書
名
が
一
定
し
な
い
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
編

集
上
の
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
項
目
は
「
伝
持
為
」
と
は
す
る
も
の
の
、
傍
線
部
の
通
り
、
両
者
と
も
奥
書
の
記
述
を
認
め
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
下
冷
泉
持
為
の
注
釈
と
し
て
肯
定
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
注
釈
書
を
持
為
の
も
の
と
認
め
る
（
本
稿
で
は

こ
の
立
場
を
「
真
作
説
」
と
呼
ぶ
）
、
と
い
う
の
が
現
在
で
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
中
世
期
に
成
立
し
た
成
立

事
情
の
明
ら
か
な
冷
泉
流
『
古
今
集
注
釈
書
』
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

下
冷
泉
持
為

 
 
 

（
4
）

は
冷
泉
家
第
三
代
為
尹
（
一
三
六
一
～
一
四
一
七
）
の
三
男
で
あ
り
、
下
冷
泉
家
の
祖
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
後
代
の
編

纂
物
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
伯
父
（
実
は
祖
父
）
為
邦
の
猶
子
と
な
り
、
そ
の
秘
蔵
の
書
物
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
。

 

（
5
）

猶
父
の
為
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邦
は
二
条
為
明
の
猶
子
と
な
り
、
そ
の
典
籍
を
相
続
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
継
と
な
っ
た
持
為
は
二
条
家

の
歌
学
を
も
併
せ
て
継
承
し
て
い
る
と
の
伝
も
存
す
る
。

 

（
6
）

ま
た
、
そ
の
才
は
兄
た
ち
に
勝
り
、『
実
隆
公
記
』
に
載
る
宗
祇
の
談
話
に
よ
る

と
、
冷
泉
家
の
古
今
学
は
冷
泉
家
を
嗣
い
だ
（
上
冷
泉
）
為
之
で
は
な
く
持
為
が
継
承
し
て
い
た
と
い
う
。

 

（
7
）

そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
説
を
伝
え
る
と
い
う
『
古
今
持
為
注
』
は
、
冷
泉
家
伝
来
の
古
今
学
を
考
え
る
上
で
重
要
な
注
釈
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
嫡

流
た
る
上
冷
泉
家
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
為
相
や
為
秀
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
初
期
冷
泉
家
古
今
学
を
窺
う
資
料
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
こ
れ
が
真
作
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
に
中
世
冷
泉
家
の
人
間
の
説
を
伝
え
る
こ
と

が
明
確
な
『
古
今
集
』
注
釈
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
は
今
川
了
俊
（
一
三
二
六
～
一
四
一
四
頃
）
や
正
徹
（
一
三
八
一

～
一
四
五
九
）
ら
持
為
よ
り
古
い
世
代
の
冷
泉
派
歌
人
、
あ
る
い
は
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
）
や
木
戸
孝
範
（
～
一
五
〇
二

以
後
）
等
の
持
為
の
歌
学
に
接
し
た
人
々
の
著
述
や
発
言
の
中
に
見
ら
れ
る
断
片
的
情
報
を
参
考
に
考
え
る
よ
り
外
は
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
注
釈
書
が
真
に
持
為
の
注
と
言
っ
て
良
い
の
か
は
重
要
な
問
題
と
な
る
。 

 

そ
こ
で
改
め
て
こ
の
注
の
真
偽
の
問
題
を
考
察
し
た
先
行
研
究
を
確
認
し
て
み
る
と
、『
古
今
持
為
注
』
を
仮
託
書
と
す
る
見
解
（
本
稿

で
は
こ
の
立
場
を
「
仮
託
説
」
と
呼
ぶ
）
も
見
ら
れ
、
ま
た
通
説
と
な
っ
て
い
る
真
作
説
の
立
場
を
と
る
論
に
も
、
そ
の
立
脚
す
る
根
拠

に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
点
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。『
古
今
持
為
注
』
の
真
偽
の
問
題
は
、
今
少
し

検
討
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
注
釈
書
を
持
為
の
注
と
言
っ
て
良
い
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
、
近
年
の
研
究
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
て
再
検
証
し
て
み
た
い
。
猶
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
注
釈
書
は
伝
本
に
よ
り
題
が
区
々
で
あ
る
た

め
、
論
者
に
よ
り
呼
称
も
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
古
今
持
為
注
」
で
統
一
す
る
。

 

（
8
）

引
用
は
原
則
『
冷
泉
持
為
注 

古
今
抄
（
広
島
大
学

蔵
）
下
』（
広
島
平
安
文
学
研
究
会
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿
第
三
期
第
三
巻
、
一
九
九
七
）
に
拠
り
、
広
大
本
に
存
し
な
い
序
注
部
分
を
引

用
す
る
場
合
は
書
陵
部
蔵
（
二
六
六
―
一
五
）
本
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。 
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一
、
奥
書
と
注
釈
者
の
立
場 

  

先
述
の
通
り
、『
古
今
持
為
注
』
が
持
為
の
講
釈
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
は
、
諸
本
に
見
え
る
奥
書
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

 

（
9
）

今
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
諸
本
の
中
で
最
も
分
量
の
多
い

広
島
大
学
蔵
本
（
ト
八
七
二
、
江
戸
時
代
初
期
写
、
四
冊
、
広
大
本
と
呼
ぶ
）
の
奥
書
を
掲
げ
る
。 

此
集
読
議
事
、
去
宝
徳
二
天
秋
、
依
花
頂
殿
様
之
御
競
望
、
冷
泉
持
為
尊
舌
所
也
。
仍
而
其
席
北
野
法
浄
院
之
明
献
同
聴
〈
云
々
〉。

自
明
献
文
明
九
年
春
、
愚
老
宗
雅
伝
之
訖
。 

文
明
九
天
三
月
日
（
Ａ
） 

此
集
読
議
事
、
自
北
野
法
浄
院
明
献
、
去
文
明
第
九
春
相
伝
仕
訖
。
然
処
、
今
度
之
紹
慶
御
競
望
之
間
、
自
愚
老
伝
之
処
也
。 

明
応
〈
ひ
の
へ
／
た
つ
〉
林
鐘
上
旬
（
Ｂ
） 

前
半
の
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
の
年
記
を
持
つ
部
分
（
Ａ
）
と
、
後
半
の
明
応
丙
辰
＝
五
（
一
四
九
六
）
年
の
年
記
を
持
つ
部
分
（
Ｂ
）

の
、
二
つ
の
本
奥
書
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
（
Ａ
）
相
当
部
分
は
諸
本
に
見
ら
れ
る
が
、（
Ｂ
）
部
分
は
広
大
本
の
独
自
奥
書
で
あ
る
。 

 

成
立
事
情
を
物
語
る
の
は
奥
書
（
Ａ
）
で
あ
る
。
「
読
議
」
「
尊
舌
」
な
ど
不
審
な
語
も
あ
り
、

 

（
10
）

転
写
の
過
程
で
の
誤
写
に
よ
る
本
文
劣

化
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
大
凡
の
内
容
は
把
握
で
き
る
。
即
ち
、
宝
徳
二
（
一
四
五
〇
）
年
の
秋
、「
花
頂
殿
」
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
持
為

が
講
釈
を
行
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
に
「
北
野
法
浄
院
」
（
「
法
浄
院
」
は
あ
る
い
は
「
宝
成
院
」
か
）
の
明
献
（
伝
未
詳
）
な
る
人
物
が
同

座
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
花
頂
殿
」
は
、
当
時
粟
田
口
辺
に
あ
っ
た
と
い
う
園
城
寺
の
別
院
花
頂
院
の
門
跡
・
教
助
（
一
四
二
二

～
一
四
九
一
）
か
と
さ
れ
る
。

 

（
11
）

こ
の
時
期
の
持
為
は
歌
壇
に
お
い
て
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
『
古
今
集
』
の



『古今持為注』の真偽をめぐって（舘野） 

 － 129 －

講
釈
が
強
く
求
め
ら
れ
た
、
と
い
う
の
は
十
分
あ
り
得
る
話
で
あ
る
。 

 
そ
し
て
講
釈
か
ら
四
半
世
紀
経
っ
た
文
明
九
年
に
、
明
献
か
ら
宗
雅
へ
伝
授
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
『
古
今
持
為
注
』
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
愚
老
」
と
い
う
謙
称
か
ら
、
こ
の
奥
書
（
Ａ
）
の
記
主
は
宗
雅
な
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
う
い
う
説
が
伝
授
さ
れ
た
と
は

明
記
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
授
者
の
明
献
が
持
為
説
を
聴
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「
自
ら
が
明
献
か
ら
持
為
説
の
伝
授
を
受
け
た
」
と
い
う
の
が
奥
書(

Ａ)

の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
無
い
。
猶
、
文
明
九
年
に
は
持

為
は
既
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
記
主
の
「
宗
雅
」
は
、
島
津
忠
夫
氏
『
連
歌
師
宗
祇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
）
が
「
大
内
氏
お

抱
え
の
山
口
の
連
歌
師
」
と
推
測
す
る
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

（
12
）

無
論
、
情
報
が
少
な
い
た
め
同
名
異
人
の
可
能
性
も

十
分
に
あ
る
。 

 

奥
書
（
Ｂ
）
に
も
「
愚
老
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
も
記
主
は
宗
雅
で
あ
る
。
明
献
か
ら
『
古
今
持
為
注
』
を
伝
え
ら
れ
た
文
明
九
年
か
ら

約
二
十
年
後
の
明
応
五
年
、
宗
雅
は
こ
の
注
を
紹
慶
（
伝
未
詳
、
連
歌
師
か
）
な
る
人
物
に
伝
授
し
た
と
い
う
。 

 

以
上
、
伝
未
詳
の
人
物
が
多
い
け
れ
ど
も
、
年
代
的
な
矛
盾
は
無
い
。
た
だ
し
、
諸
本
を
見
る
限
り
で
は
、
持
為
が
伝
授
し
た
際
の
奥

書
は
存
在
し
な
い
。

 

（
13
）

即
ち
、
確
認
し
得
る
現
存
伝
本
は
全
て
明
献
→
宗
雅
の
伝
授
に
発
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
我
々

が
『
古
今
持
為
抄
』
と
呼
ぶ
書
物
が
成
立
し
た
の
は
、
宝
徳
二
年
の
伝
授
の
時
で
は
な
く
、
文
明
九
年
の
明
献
→
宗
雅
へ
の
伝
授
の
時
点

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
文
明
九
年
に
持
為
は
没
し
て
久
し
い
。
明
献
が
自
ら
の
伝
授
を
権
威
化
す
る
た
め
に
、
そ
の
説

を
持
為
に
仮
託
し
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
伝
授
が
真
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
古
今
持
為
注
』
の
中
に
、

明
献
自
身
の
説
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
は
出
来
な
い
。 

 

そ
う
し
た
問
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、こ
の
奥
書
の
み
を
見
る
限
り
、『
古
今
持
為
注
』
が
持
為
仮
託
説
で
あ
る
と
い
う
明
徴
は
窺
え
な
い
。

ま
た
、
注
本
文
も
次
の
よ
う
に
、
冷
泉
家
の
立
場
で
の
講
釈
と
い
う
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。 
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ま
て
と
い
ふ
に
ち
ら
で
し
と
ま
る
物
な
ら
ば
何
を
桜
に
お
も
ひ
ま
さ
ま
し
（
春
下
・
七
〇
） 

二
条
家
に
は
、
業
平
朝
臣
此
哥
を
よ
み
て
、
惟
高
親
王
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
給
し
こ
ろ
、
た
て
ま
つ
ら
れ
し
哥
也
と
い
へ
り
。
…

（
中
略
）
…
師
説
に
は
し
か
ら
ず
。
ま
て
と
い
ふ
に
の
哥
は
、
業
平
、
高
安
郡
司
惟
宗
・
惟
遠
が
女
に
か
よ
ひ
給
へ
る
比
、
有

常
が
女
花
子
、
中
将
を
う
ら
み
て
、
お
や
の
有
常
が
方
へ
行
て
侍
し
比
、
有
常
に
つ
か
は
し
た
り
し
哥
と
也
。
…
（
後
略
） 

こ
の
よ
う
に
、
二
条
家
説
と
師
説
と
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。『
古
今
持
為
注
』
が
冷
泉
家
の
立
場
で
説
が
記
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
少
な
く
と
も
形
の
上
で
は
、
奥
書
の
記
す
と
こ
ろ
と
対
応
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

真
偽
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
奥
書
で
は
な
く
注
文
の
具
体
的
検
討
か
ら
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。 

 

猶
、
実
は
奥
書
に
は
更
な
る
問
題
が
あ
る
の
だ
が
、
真
偽
の
問
題
に
本
稿
な
り
の
結
論
を
出
し
た
上
で
第
五
節
に
お
い
て
考
え
る
こ
と

に
し
た
い
。 

 

二
、
真
偽
を
め
ぐ
る
研
究
史 

  

さ
て
、
は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
注
釈
書
が
、
本
当
に
持
為
の
講
釈
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
、
先
学
に
よ
っ

て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
の
あ
る
研
究
を
発
表
順
に
掲
げ
る
と
次
の
通
り
。 

①
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
一
） 

②
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
二
』
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
三
、
七
三
～
八
一
頁
） 

③
田
中
ま
ゆ
み
氏
「
『
古
今
集
冷
泉
持
為
抄
』
の
一
性
格
―
『
百
人
一
首
満
基
抄
』
の
引
用
に
関
連
し
て
―
」
（
『
百
舌
鳥
国
文
』
３
、

一
九
八
三
） 
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④
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
四
』
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
八
四
、
一
〇
五
～
一
二
四
頁
） 

⑤
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期
（
改
訂
新
版
）
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
） 

⑥
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
六
』
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
八
七
、
二
二
五
～
二
二
六
頁
） 

⑦
田
野
慎
二
氏
・
山
崎
真
克
氏
「
解
題
」
『
冷
泉
持
為
注 

古
今
抄
（
広
島
大
学
蔵
）
下
』
（
広
島
平
安
文
学
研
究
会
翻
刻
平
安
文
学

資
料
稿
第
三
期
第
三
巻
、
一
九
九
七
、
真
偽
に
関
わ
る
部
分
は
山
崎
氏
が
担
当
） 

 

こ
れ
ら
諸
論
は
そ
れ
そ
れ
論
拠
を
挙
げ
て
真
偽
の
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
次

節
・
次
々
節
で
確
認
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
通
説
が
形
成
さ
れ
る
に
至
る
大
ま
か
な
流
れ
だ
け
を
確
認
し
て
お
く
。 

 

こ
の
注
釈
書
を
持
為
説
と
す
る
奥
書
の
内
容
に
最
初
に
疑
義
を
呈
し
た
の
は
①
井
上
氏
で
あ
る
。
①
井
上
氏
は
、『
古
今
持
為
注
』
に
冷

泉
家
説
と
対
立
す
る
二
条
家
流
の
説
を
主
張
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
内
容
的
に
は
持
為
の
説
と
す
る
に
は
や
や
疑
い
も
あ
る
」

と
、
持
為
仮
託
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
『
古
今
持
為
注
』
は
持
為
の
歌
壇
史
的
意
義
を
記
す
上
で
簡
単
に
言
及
す
る

に
留
ま
っ
て
お
り
、
初
め
て
こ
の
注
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
し
た
の
は
片
桐
洋
一
氏
で
あ
る
。
②
片
桐
氏
は
「
あ
る
い
は
幼
時
二
条
為
邦

に
養
育
さ
れ
、
そ
の
歌
書
を
も
伝
え
ら
れ
た
」
と
い
う
持
為
の
冷
泉
家
内
で
の
特
殊
な
立
場
を
考
慮
し
て
、「
冷
泉
家
の
説
に
あ
ら
ず
と
も

言
え
な
い
」
と
真
作
説
の
可
能
性
も
十
分
に
残
る
こ
と
を
述
べ
る
。
一
方
③
田
中
氏
は
、
①
井
上
氏
の
挙
げ
た
も
の
と
は
別
の
論
拠
も
加

え
て
、「
そ
の
疑
い
が
、
さ
ら
に
濃
厚
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
た
上
で
、
こ
の
注
釈
書
は
「
持
為
な
ど
よ
り
も
っ
と
末
流

の
者
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
下
冷
泉
の
末
流
に
属
す
る
、
あ
る
い
は
持
為
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
連
歌
師
な
ど
が
、
冷
泉
持
為
に
託
し
て

作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
」
と
し
て
仮
託
説
を
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
④
片
桐
氏
は
真
作
説
の
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
別

の
根
拠
を
挙
げ
「
「
持
為
注
」
が
持
為
の
口
説
を
基
盤
に
し
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
」
と
、
明
確
に
真
作
説
を
主
張
し
、

④
の
三
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
⑥
で
は
「
持
為
の
説
で
あ
る
こ
と
は
確
か
」
と
、『
古
今
持
為
注
』
が
持
為
の
真
説
で
あ
る
こ
と
を
確
定
的
事
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実
と
し
て
取
り
扱
う
。
最
初
に
疑
い
の
目
を
向
け
た
井
上
氏
も
、
⑤
に
お
い
て
こ
の
片
桐
氏
の
提
示
し
た
論
拠
を
考
慮
し
て
、「
仲
々
判
断

は
し
に
く
い
が
、
全
く
持
為
と
関
係
が
な
い
も
の
で
も
な
か
ろ
う
と
思
う
」
と
考
え
を
改
め
て
い
る
。

 

（
14
）

そ
の
後
、
真
作
説
の
立
場
か
ら
⑦

山
崎
氏
が
③
田
中
氏
が
仮
託
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
も
の
に
批
判
を
加
え
、
真
作
説
を
補
強
す
る
論
拠
も
示
し
た
上
で
「
本
注
釈
書
を

冷
泉
持
為
に
よ
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
」
と
結
論
づ
け
る
。
こ
の
⑦
以
後
、『
古
今
持
為
注
』
の
真
偽
を
問
題
に
す
る
論
は
見

え
な
い
。 

 

研
究
者
別
に
見
る
と
、
片
桐
洋
一
氏
、
山
崎
真
克
氏
（
田
野
慎
二
氏
）
が
真
作
説
、
田
中
ま
ゆ
み
氏
が
仮
託
説
を
取
る
。
井
上
宗
雄
氏

は
最
初
は
疑
問
視
し
て
い
た
が
、
途
中
か
ら
は
判
断
を
保
留
し
つ
つ
も
肯
定
的
立
場
を
と
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
偽
作
説
を
主
張

す
る
の
は
田
中
氏
の
み
で
あ
り
、
そ
の
説
が
批
判
を
受
け
た
後
は
仮
託
説
の
立
場
か
ら
の
再
反
論
も
無
い
た
め
、
真
作
説
が
通
説
と
し
て

認
定
さ
れ
、
本
稿
冒
頭
で
引
い
た
よ
う
な
辞
典
の
項
目
が
記
述
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
真
作
説
の
方
が
仮
託
説
よ
り
も
妥
当
な
見
解
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑦
が
出
て
以
後
現
在
に
至
る
ま
で

二
十
年
が
経
過
し
て
い
る
。『
古
今
持
為
注
』
そ
の
も
の
の
研
究
は
殆
ど
進
展
し
て
は
い
な
い
が
、
密
接
に
関
わ
る
作
品
に
つ
い
て
は
研
究

が
進
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
そ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
再
検
証
し
て
み
た
い
。 

 

三
、
真
作
と
み
る
根
拠
と
そ
の
検
討 

  

ま
ず
前
節
で
挙
げ
た
諸
論
考
に
お
い
て
、
真
作
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。（ 

）
内
は
前
節
で
引
い
た
諸

論
の
内
、
ど
の
論
考
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

Ａ
、
平
松
本
古
今
抄
の
引
く
「
持
為
説
」
と
本
書
と
の
関
係
（
④
⑤
⑦
） 
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Ｂ
、
一
三
〇
番
歌
の
「
我
家
の
本
意
」
の
内
容
（
⑦
） 

 
 

Ｃ
、
冷
泉
家
流
の
注
釈
の
特
色
（
⑦
） 

 

Ａ
は
片
桐
氏
、
Ｂ
Ｃ
が
山
崎
氏
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
根
拠
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
真
作
た
る
根
拠
と
し
て
十
分
な
も
の
と
言

え
る
の
か
、
個
別
に
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。 

  

Ａ
、
平
松
本
古
今
抄
の
引
く
「
持
為
説
」
と
本
書
と
の
関
係  

 

こ
の
Ａ
が
、
『
古
今
持
為
注
』
真
作
説
の
核
と
な
る
根
拠
の
よ
う
な
の
で
少
し
詳
述
す
る
。 

 

④
片
桐
氏
が
、
『
平
松
本
古
今
抄
』
な
る
注
に
持
為
説
と
称
す
る
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。 

 

『
平
松
本
古
今
抄
』
と
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵
『
古
今
集
抄
』（
平
松
・
第
七
門
・
コ
―
６
）
五
冊
の
こ
と
で
あ
る
。『
京

都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
十
九
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
）
と
し
て
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
に
て
画
像
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
序
注
及
び
巻
二
十
ま
で
の
歌
注
を
完
備
し
た
注
釈
書
で
あ
り
、
内
訳
は
第
一
冊
に
仮
名
序
注
と

古
今
伝
受
の
切
紙
口
伝
、
第
二
冊
に
は
春
上
か
ら
夏
ま
で
、
第
三
冊
に
秋
上
か
ら
物
名
ま
で
、
第
四
冊
に
恋
一
か
ら
恋
五
ま
で
、
第
五
冊

が
哀
傷
か
ら
東
歌
及
び
墨
滅
歌
、
奥
書
の
注
を
記
す
。
筆
跡
は
冊
ご
と
に
異
な
る
。
奥
書
は
、
ま
ず
第
一
冊
の
末
尾
に
、 

 
 
 
 

右
此
一
帖
如
師
説
令
書
写
訖
。
…
（
中
略
）
…
此
後
次
第
契
約
、
神
代
ヨ
リ
ノ
系
図
ヲ
モ
ツ
テ
可
有
相
伝
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

于
時
応
永
卅
五
年
三
月
卅
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

嘉
吉
三
年
卯
月
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
三
行
空
き
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

享
禄
弐
年
三
月
廿
一
日
写
之
訖
。 
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と
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
冊
末
尾
に
、「
于
時
慶
長
廿
乙
卯
年
五
月
九
日
書
写
之
畢
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
が
書
写
奥
書
と
見
ら
れ
る
。
書
写
奥

書
が
第
三
冊
に
あ
る
の
は
不
審
で
あ
る
が
、
冊
ご
と
に
筆
跡
が
異
な
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
該
書
は
分
担
書
写
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、

そ
れ
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
三
冊
の
書
写
者
が
監
督
的
立
場
に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
番
最
後
に

書
写
を
終
え
そ
の
年
時
が
記
さ
れ
た
、
等
の
理
由
が
想
定
出
来
る
だ
ろ
う
。 

 

成
立
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏

 
 
 

（
15
）

は
「
応
永
末
年
に
書
写
さ
れ
た
（
伝
授
さ
れ
た
と
言
っ
た
方
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
）
「
口
伝
」
を

嘉
吉
二
年
に
書
写
し
た
も
の
を
部
分
と
し
て
含
み
込
ん
で
い
る
享
禄
二
年
書
写
の
古
今
集
の
注
釈
を
、
慶
長
か
ら
元
和
に
か
け
て
書
写
し

た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
成
立
の
下
限
は
享
禄
二
（
一
五
二
九
）
年
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
、
「
享
禄
二
年
」
は
注
釈
書
全
体
の
書
写
で
は
な
く
、「
口
伝
」
乃
至
第
一
冊
の
み
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
厳
密
な
成
立
の
下
限
は
慶
長
二
十
（
一
六
一
五
）
年
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

内
容
は
諸
注
集
成
的
な
性
格
を
持
つ
一
方
、
宗
祇
説
を
最
も
尊
重
し
、
宗
祇
流
の
説
を
「
当
流
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
宗
祇
の
活
躍

期
以
降
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
片
桐
氏
は
内
部
徴
証
か
ら
玄
清
（
一
四
四
三
～
一
五
二
一
、
宗
祇
・
実
隆
か
ら
伝
授
を
受

け
た
人
）
を
そ
の
講
者
に
比
定
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
持
為
没
後
あ
る
程
度
経
過
し
た
室
町
後
期
頃
の
成
立
と
見
る
の
が
難
が
無
い
。

つ
ま
り
注
文
中
に
現
れ
る
持
為
説
と
い
う
の
は
、
年
代
的
に
『
平
松
本
古
今
抄
』
の
講
釈
者
が
持
為
か
ら
直
接
聞
い
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
は
極
め
て
低
い
。 

 

さ
て
、
こ
の
注
釈
中
に
、「
持
為
説
」
を
称
す
る
注
説
は
六
十
七
箇
所
ほ
ど
見
え
る
と
い
う
。
そ
の
『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
と

持
為
説
が
持
為
注
と
は
同
一
で
は
な
い
も
の
の
、
共
通
す
る
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
片
桐
氏
、
⑦
山
崎
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
両
氏
の
指
摘
し
た
中
か
ら
二
例
ほ
ど
提
示
し
て
お
く
。 

○
『
平
松
本
古
今
抄
』
一
〇
番
歌
注
所
引
持
為
説 
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又
、
冷
泉
持
為
の
説
と
て
、
人
に
は
偽
が
あ
る
が
、
鶯
は
正
路
に
て
年
始
の
甲
乙
の
日
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
か
ず
と
也
。 

●
『
古
今
持
為
注
』
一
一
番
歌
注 

 
 
 
 

春
き
ぬ
と
人
は
い
へ
ど
も
鶯
の
な
か
ぬ
か
ぎ
り
は
あ
ら
じ
と
ぞ
お
も
ふ 

春
来
ぬ
と
人
は
い
へ
ど
も
、
人
に
は
偽
の
あ
る
世
な
れ
ば
、
ま
こ
と
し
か
ら
ず
、
鶯
は
春
使
鳥
と
て
、
き
の
へ
き
の
と
の
日
よ

り
、
か
な
ら
ず
は
じ
め
て
な
く
鳥
な
れ
ば
、
う
ぐ
ひ
す
の
な
か
ざ
ら
ん
程
は
春
の
く
る
事
は
治
定
せ
じ
と
い
ふ
心
也
。
秘
伝
。 

○
『
平
松
本
古
今
抄
』
一
三
〇
番
歌
注
所
引
持
為
説 

持
為
は
春
を
お
し
め
ば
、
結
句
霞
が
先
立
て
、
さ
そ
ふ
様
に
す
る
ほ
ど
に
、
の
み
も
な
し
と
い
ふ
心
を
持
せ
て
よ
む
ほ
ど
に
、
有
心

体
の
哥
に
て
、
我
が
家
に
は
肝
要
と
す
る
と
被
仰
と
な
ん
。 

●
『
古
今
持
為
注
』
一
三
〇
番
歌
注 

 
 

お
し
め
ど
も
と
ゞ
ま
ら
な
く
に
春
霞
か
へ
る
道
に
し
立
ぬ
と
お
も
へ
ば 

春
は
な
に
と
お
し
め
ど
も
と
ゞ
ま
ら
ぬ
に
、
霞
さ
へ
春
の
か
へ
る
道
に
立
ふ
た
が
る
と
お
も
へ
ば
、
な
を
か
な
し
き
と
云
心
也
。

所
詮
詞
を
も
心
を
も
残
た
る
哥
也
。
我
家
の
本
意
の
哥
歟
。
秘
伝
。 

 

と
も
に
や
や
特
殊
な
説
に
お
い
て
、
内
容
の
一
致
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
は
、『
古
今
持
為
注
』

に
見
え
な
い
説
を
説
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
同
一
の
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
両
者
は
全
く
無
関
係
な
も
の
で
は
無
い
、
と
い
う
こ

と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
が
真
作
説
の
根
拠
と
言
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
が
確
か
な
持
為
説
と
言
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
論
拠
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
が
持
為
真
説
で
あ
る
と
い
う
証
拠
な
ど
無

い
。
先
に
見
た
と
お
り
、『
平
松
本
古
今
抄
』
の
講
者
が
持
為
か
ら
直
接
講
釈
を
聴
く
こ
と
が
出
来
た
可
能
性
は
低
く
、
誰
か
か
ら
又
聞
き
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し
た
「
持
為
説
」
を
称
す
る
説
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
説
が
真
の
持
為
説
で
は
な
く
、
誰
か
に
よ
っ
て
持
為
に
仮
託
さ
れ
た
説

で
あ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。 

 
猶
、
片
桐
氏
の
主
張
を
補
強
す
る
意
図
で
、
こ
の
「
両
者
が
共
通
す
る
内
容
を
含
み
つ
つ
も
完
全
に
一
致
は
し
な
い
」
と
い
う
対
応
関

係
に
つ
い
て
、「
平
松
抄
が
持
為
注
と
一
対
一
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実
は
、
逆
に
今
問
題
と
し
て
い
る
注
釈
が
持
為
の

注
釈
で
あ
る
こ
と
の
客
観
的
証
左
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
⑦
山
崎
氏
は
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
に
は
問
題
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、『
古
今
持
為
注
』
と
『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
が
共
通
の
基
盤
に
発
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

は
言
え
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
共
通
の
基
盤
」
が
本
当
の
持
為
の
講
釈
で
あ
る
か
否
か
を
証
明
す
る
だ
け
の
材
料
は
無
く
、「
共

通
の
基
盤
」
が
室
町
後
期
頃
に
流
布
し
て
い
た
持
為
仮
託
説
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
両
者
の
関
係
か
ら
わ
か
る
の
は
、『
古
今
持
為
注
』
以
外
に
も
室
町
後
期
頃
に
「
持
為
説
」
を
称
す
る
説
が
流
布

し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
真
作
説
の
決
定
的
な
証
左
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。 

  

Ｂ
、
一
三
〇
番
歌
の
「
我
家
の
本
意
」
の
内
容  

 

持
為
注
一
三
〇
番
歌
注
を
再
び
引
く
。 

 
 
 
 

お
し
め
ど
も
と
ゞ
ま
ら
な
く
に
春
霞
か
へ
る
道
に
し
立
ぬ
と
お
も
へ
ば 

春
は
な
に
と
お
し
め
ど
も
と
ゞ
ま
ら
ぬ
に
、
霞
さ
へ
春
の
か
へ
る
道
に
立
ふ
た
が
る
と
お
も
へ
ば
、
な
を
か
な
し
き
と
云
心
也
。

所
詮
詞
を
も
心
を
も
残
た
る
哥
也
。
我
家
の
本
意
の
哥
歟
。
秘
伝
。 

 

⑦
山
崎
氏
は
こ
の
傍
線
部
を
「
余
情
、
幽
玄
を
説
く
俊
成
・
定
家
の
主
張
と
重
な
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
歌
道

家
の
人
間
で
な
く
て
も
可
能
で
あ
り
、
こ
の
注
が
持
為
の
説
く
注
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
内
容
を
真
作
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説
の
根
拠
と
し
て
用
い
る
場
合
、
当
該
歌
を
「
我
家
の
本
意
の
歌
」
と
す
る
冷
泉
家
当
主
の
確
た
る
言
説
が
存
在
し
て
い
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
仮
に
そ
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
家
外
に
広
く
流
布
し
た
言
説
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
決
定
的
な
証
拠
に
は
な
ら
な

い
。 

 
 

こ
の
Ｂ
は
『
古
今
持
為
注
』
が
持
為
の
も
の
で
あ
る
と
確
定
し
て
初
め
て
冷
泉
家
歌
学
を
考
え
る
上
で
の
意
味
を
持
つ
記
述
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
が
真
作
説
の
論
拠
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。 

  

Ｃ
、
冷
泉
家
流
の
注
釈
の
特
色  

 

⑦
山
崎
氏
は
、「
読
人
不
知
歌
に
特
定
の
人
物
名
を
当
て
た
り
、
特
定
の
詠
歌
状
況
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
や
、
本
説
・
説
話
を
以
て
説

く
こ
と
」
を
冷
泉
家
流
の
注
釈
の
特
色
と
し
て
挙
げ
、
こ
の
特
色
が
『
古
今
持
為
注
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し
て
、
真
作
説
の
補
強

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
誤
解
が
あ
る
。
恐
ら
く
、『
大
江
広
貞
注
』
や
所
謂
「
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
古
注
」
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
の

発
言
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
正
当
な
冷
泉
家
の
注
説
を
伝
え
る
も
の
と
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 

『
大
江
広
貞
注
』
は
冷
泉
為
相
か
ら
大
江
広
貞
へ
の
相
伝
を
示
す
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら
「
為
相
注
」
と
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
け
れ

ど
も
、
片
桐
洋
一
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、

 

（
16
）

こ
の
奥
書
は
不
審
点
が
極
め
て
多
く
、
明
ら
か
に
偽
作
で
あ
り
、
信
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
れ
は
内
容
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
仮
名
序
に
見
え
る
万
葉
集
撰
進
の
「
な
ら
の
御
時
」
に
つ
い
て
『
大
江
広
貞
注
』
は
、 

な
ら
の
御
門
と
申
に
付
て
、
あ
ま
た
の
異
説
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
ま
づ
是
は
、
文
武
天
皇
の
御
事
也
。
人
丸
、
文
武
天
皇
に
あ
ひ
奉

る
よ
し
、
大
和
物
語
に
見
え
た
り
。 

と
、「
文
武
天
皇
」
説
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
文
武
天
皇
」
説
は
二
条
家
説
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
冷
泉
家
説
で
あ

る
「
聖
武
天
皇
」
説
と
は
異
な
る
。

 

（
17
）

為
相
の
注
で
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
。 
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ま
た
、「
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
古
注
」
も
生
成
圏
は
冷
泉
家
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
為
顕
流
と
し
て
整
理
さ
れ
る
秘
伝
書
群
と
近
い
と
こ

ろ
を
想
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 

（
18
）

 

 
こ
の
両
書
の
よ
う
な
注
説
は
、
正
当
な
歌
道
家
と
は
別
の
所
で
生
成
し
、
享
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
大
方
の
理
解
で
あ

る
。
片
桐
氏
も
「
和
歌
の
成
立
や
表
現
の
由
来
と
し
て
本
説
を
説
い
た
り
、
そ
の
和
歌
が
何
時
、
何
処
で
、
誰
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
か
を

説
く
こ
と
を
専
ら
に
す
る
こ
の
種
の
注
釈
書
の
お
お
む
ね
は
、
非
御
子
左
流
か
、
御
子
左
家
に
か
か
わ
っ
て
い
て
も
著
し
く
傍
流
で
あ
っ

て
、
二
条
・
冷
泉
・
京
極
の
家
と
か
か
わ
り
の
な
い
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
な
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
の
基
盤

は
関
東
に
お
い
て
新
し
く
勢
力
を
得
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
由
緒
あ
る
文
芸
の
知
識
・
教
養
を
必
要
と
し
た
階
層
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
。

 

（
19
）

 

 

そ
う
考
え
る
と
、
Ｃ
は
む
し
ろ
、
こ
の
持
為
注
が
正
統
な
歌
道
家
の
歌
学
を
受
け
継
い
だ
持
為
の
注
で
は
無
い
可
能
性
を
示
唆
す
る
も

の
と
言
え
る
。
歌
道
家
外
部
に
生
成
し
た
注
説
を
持
為
が
摂
取
し
て
講
釈
に
用
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

 

（
20
）

持
為
で
な
い
確
実
な
根

拠
と
ま
で
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、冷
泉
為
尹
か
ら
正
統
な
歌
学
を
受
け
継
い
で
い
た
で
あ
ろ
う
持
為
ら
し
か
ら
ぬ
注
説
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

＊ 

 

以
上
を
総
合
す
る
と
、
Ａ
は
確
実
な
論
拠
で
な
く
、
Ｂ
は
そ
も
そ
も
論
拠
と
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
に
至
っ
て
は
仮
託
説
の

根
拠
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
確
実
に
持
為
の
注
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
足
る
根
拠
は
一
つ
も
無
い
の
で
あ
る
。 

 

四
、
仮
託
と
み
る
根
拠
と
そ
の
検
討 

  

一
方
、
仮
託
説
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。（ 

）
内
は
第
二
節
で
挙
げ
た
諸
論
の
内
、
ど
の
論
考
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に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

ａ
、
富
士
の
煙
の
「
不
断
（
絶
）」
（
二
条
家
）
説
（
①
） 

 
 

ｂ
、
定
家
説
・
顕
昭
説
の
不
審
（
③
） 

 
 

ｃ
、
『
百
人
一
首
満
基
抄
』
の
引
用
（
③
） 

 

さ
ら
に
、
⑦
田
野
氏
の
検
討
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、 

 
 
 
 

ｄ
、
使
用
し
て
い
る
『
古
今
集
』
が
嘉
禄
二
年
本
（
冷
泉
家
証
本
）
よ
り
貞
応
二
年
本
（
二
条
家
証
本
）
に
近
い
（
⑦
） 

と
い
う
点
も
、
仮
託
説
を
補
強
す
る
根
拠
と
な
ろ
う
。
以
下
、
前
節
と
同
様
に
、
ａ
～
ｄ
が
ど
れ
ほ
ど
説
得
力
を
持
つ
も
の
な
の
か
、
一

つ
ず
つ
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

ａ
、
富
士
の
煙
の
「
不
断
（
絶
）
」
（
二
条
家
）
説  

 

①
井
上
氏
が
提
示
し
た
、
『
古
今
持
為
注
』
の
真
偽
が
議
論
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
問
題
で
あ
る
。 

 

『
古
今
集
』
の
仮
名
序
に
お
い
て
、
二
条
家
と
冷
泉
家
と
の
間
で
説
が
わ
か
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。「
今
は
富

士
の
煙
も
た
た
ず
な
り
」
と
い
う
本
文
の
「
た
た
ず
」
を
、「
不
断
（
絶
）」
と
解
す
る
二
条
家
と
、「
不
立
」
と
解
す
る
冷
泉
家
と
で
、
説

が
対
立
し
て
い
た
。

 

（
21
）

『
古
今
持
為
注
』
の
当
該
部
分
本
文
は
次
の
通
り
。 

今
は
富
士
の
山
も
け
ぶ
り
た
ゝ
ず
と
は
、
不
立
と
か
き
た
る
流
も
あ
れ
ど
も
、
当
流
に
は
不
断
と
書
て
た
ゝ
ず
と
よ
む
。
た
と
へ
ば

ふ
じ
の
け
ぶ
り
た
え
ぬ
よ
し
也
。
紀
乳
母
が
哥
に 

 
 
 
 
 
 

富
士
の
ね
の
た
え
ぬ
思
ひ
に
も
え
ば
も
え
神
だ
に
け
た
ぬ
む
な
し
煙
を 

 

『
古
今
持
為
注
』
は
「
不
断
」
説
を
「
当
流
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
古
今
持
為
注
』
は
冷
泉
家
で
は
な
く
二
条
家
の
説
を
と
っ
て
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お
り
、
仮
託
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 
こ
れ
に
対
し
て
②
片
桐
氏
は
、
持
為
が
為
邦
の
猶
子
で
あ
り
、
二
条
・
冷
泉
の
両
流
の
歌
学
を
継
い
だ
ら
し
い
と
い
う
特
殊
な
立
場
に

着
目
し
、
「
「
不
断
（
絶
）
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
も
っ
て
冷
泉
家
の
説
に
あ
ら
ず
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
」
と
す
る
。 

 

確
か
に
そ
の
通
り
で
は
あ
る
が
、
第
二
節
で
見
た
と
お
り
、『
古
今
持
為
注
』
は
あ
く
ま
で
冷
泉
家
の
立
場
に
立
っ
て
注
説
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
二
条
・
冷
泉
の
説
が
分
か
れ
る
箇
所
で
敢
え
て
冷
泉
家
で
は
な
く
二
条
家
の
説
を
説
く
の
は
不
審
で
あ
る
。 

 

片
桐
氏
の
反
論
は
あ
く
ま
で
「
真
作
説
が
完
全
に
否
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ａ
の
仮
託
説
の
根
拠
と
し
て
の

説
得
力
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

  

ｂ
、
定
家
説
・
顕
昭
説
の
不
審  

 

③
田
中
氏
は
、「
『
持
為
抄
』
の
引
く
定
家
説
や
顕
昭
説
の
ほ
と
ん
ど
は
、『
僻
案
抄
』
や
『
顕
註
密
勘
』
、『
顕
昭
古
今
集
註
』
、『
袖
中
抄
』

な
ど
の
い
ず
れ
の
注
釈
書
に
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
、『
顕
註
密
勘
』
や
『
僻
案
抄
』
が
定
家
説
、
顕
昭
説
と
し
て
引
か
れ
て
い
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
述
べ
「
『
顕
註
密
勘
』
や
『
僻
案
抄
』
な
ど
を
伝
授
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
人
物
」
の
作
と
考
え
る
。
そ
れ
に

対
し
て
⑦
山
崎
氏
は
、「
田
中
氏
が
い
う
よ
う
に
、
「
定
家
」
説
と
し
て
引
か
れ
る
十
七
例
の
ほ
と
ん
ど
は
定
家
著
作
の
書
に
は
見
ら
れ
な

い
が
、
次
の
一
例
の
み
は
『
僻
案
抄
』
の
内
容
に
一
致
す
る
」
と
し
て
、
一
二
六
番
歌
注
を
挙
げ
、「
定
家
卿
説
」
が
、
あ
な
が
ち
根
拠
の

な
い
説
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
」
と
す
る
。
し
か
し
、
左
の
通
り
、
両
者
は
本
文
的
に
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
訳
で

は
な
い
。 

●
『
古
今
持
為
注
』 

 
 
 
 

お
も
ふ
ど
ち
春
の
山
べ
に
打
む
れ
て
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
旅
ね
し
て
し
が 



『古今持為注』の真偽をめぐって（舘野） 

 － 141 －

野
遊
の
心
也
。
お
も
ふ
と
も
ど
ち
、
い
づ
く
と
も
し
ら
ず
行
く
れ
て
、
旅
ね
す
る
や
う
に
、
詠
く
ら
さ
ば
や
と
也
。
「
し
て
し

か
」
の
「
か
」
の
字
は
、
に
ご
り
て
よ
む
べ
し
。
ね
が
ひ
の
字
也
。
秘
伝
。
是
定
家
卿
説
也
。
家
隆
卿
の
心
は
、「
し
て
し
か
」

の
「
か
」
の
字
を
ば
、
す
み
て
よ
む
べ
し
。
其
故
は
、
野
遊
宴
を
の
ち
に
お
も
ひ
出
し
て
し
た
ふ
心
也
。
さ
れ
ば
、
「
か
」
の

字
を
ば
、
哉
と
い
へ
り
。 

○
『
僻
案
抄
』

 

（
22
）

 

…
「
し
て
し
か
な
」
と
い
ふ
詞
は
、
せ
ば
や
と
思
こ
と
を
、「
し
て
し
が
な
」
、「
あ
り
に
し
が
な
」
と
は
い
ふ
也
。 

さ
ら
に
言
え
ば
、
両
者
の
共
通
性
は
、「
て
し
が
」
が
願
望
の
意
で
あ
る
と
い
う
指
摘
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
筆
す
る
よ
う
な
説
で
は
な

い
。
冷
泉
家
の
正
統
な
歌
学
を
継
承
し
た
者
で
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
説
を
述
べ
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
⑦
山
崎
氏
は
、
「
「
顕
昭
」
の
説
と
し
て
引
か
れ
る
十
八
例
の
う
ち
、
十
一
例
は
『
顕
注
密
勘
』
に
確
認
で
き
る
」
と
田
中
氏
の

発
言
を
修
正
し
て
い
る
。
確
か
に
『
古
今
持
為
注
』
所
引
顕
昭
説
は
『
顕
注
密
勘
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
田
中
氏
の
述
べ
た
こ
と
は
不
正

確
で
あ
る
。
し
か
し
、『
古
今
持
為
注
』
の
『
顕
注
密
勘
』
の
利
用
方
法
に
は
、
持
為
ら
し
か
ら
ぬ
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
即
ち
、
山
崎
氏

自
身
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
古
今
持
為
注
』
六
九
番
歌
注
と
一
六
九
番
歌
注
で
は
、「
顕
昭
が
か
け
る
も
の
」「
顕
昭
が
説
」
と
し
て
『
顕

注
密
勘
』
を
引
く
が
、
引
か
れ
て
い
る
本
文
は
顕
昭
注
部
分
で
は
な
く
、
定
家
に
よ
る
密
勘
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
古
今
持
為
注
』
の

注
釈
者
は
、『
顕
注
密
勘
』
の
顕
昭
説
と
定
家
説
と
を
区
別
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
持
為
の
説
と
し
て
は
や
は
り
不
審
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。 

 

以
上
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
山
崎
氏
の
反
論
を
考
慮
し
て
も
、
こ
の
ｂ
は
仮
託
説
の
根
拠
と
し
て
、
依
然
と
し
て
説
得
力
を
持
つ
も

の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 
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ｃ
、
『
百
人
一
首
満
基
抄
』
の
引
用  

 
③
田
中
ま
ゆ
み
氏
は
、『
古
今
持
為
注
』
三
一
五
・
三
三
二
・
三
六
五
・
四
〇
七
・
六
二
一
番
歌
注
に
お
い
て
、「
二
条
家
説
」「
あ
る
家

の
説
」
と
し
て
、『
百
人
一
首
満
基
抄
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
。
同
氏
は
、
こ
の
『
百
人
一
首
満
基
抄
』
が
二
条
家
流
の

中
で
も
末
流
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
『
満
基
抄
』
な
ど
の
説
を
二
条
家
説
と
し
て
挙
げ
る
人
物
は
、
冷
泉
家
と
称
し
て
は
い
て
も
、

持
為
な
ど
よ
り
も
っ
と
末
流
の
者
で
は
な
い
か
」
述
べ
る
。
し
か
し
、『
古
今
持
為
注
』
が
こ
の
『
百
人
一
首
』
注
釈
書
を
利
用
し
て
い
る

と
い
う
事
実
は
、
さ
ら
に
重
大
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。 

 

『
百
人
一
首
満
基
抄
』
と
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
百
人
一
首
抄
」（
五
〇
一
・
四
六
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
奥
書
に
「
應
永
拾
三
仲
夏
下

旬 

藤
原
満
基
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
満
基
抄
」・「
応
永
抄
」
な
ど
と
通
称
さ
れ
る
『
百
人
一
首
』
注
釈
書
で
あ
る
。
久
曽
神
昇
氏
・
樋

口
芳
麻
呂
氏
編
『
御
所
本 

百
人
一
首
抄 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
二
）
に
影
印
解
題
さ
れ
て
い
る
。
「
藤
原
満
基
」

は
関
白
左
大
臣
二
条
満
基
（
一
三
八
三
～
一
四
一
〇
）
に
比
定
さ
れ
る
。
奥
書
が
示
す
通
り
、
応
永
期
に
既
に
成
立
し
て
い
た
注
で
あ
れ

ば
、
持
為
が
講
釈
に
引
用
し
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
近
年
の
研
究
動
向
に
従
え
ば
そ
う
判
断
は
出
来
な
い
。 

 

先
掲
影
印
本
の
解
題
中
に
も
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、『
満
基
抄
』
は
本
文
的
に
は
、
実
は
『
宗
祇
抄
』
の
伝
本
の
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
宗

祇
抄
』
は
二
系
統
に
大
別
さ
れ
、
文
明
十
（
一
四
七
八
）
年
四
月
成
立
の
前
稿
本
（
甲
本
と
も
）
と
そ
れ
に
増
補
を
加
え
た
後
稿
本
（
乙

本
と
も
）
と
が
あ
り
、『
満
基
抄
』
は
後
者
に
当
た
る
。
こ
こ
で
応
永
十
三
（
一
四
〇
六
）
年
の
奥
書
の
真
偽
が
問
題
に
な
り
、
そ
の
真
偽

が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
奥
書
が
真
実
で
あ
れ
ば
、『
宗
祇
抄
』
の
内
容
は
宗
祇
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
そ
の
成
立
は
遥
か
に
遡
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
応
永
奥
書
問
題
に
つ
い
て
は
田
中
氏
が
論
考
を
発
表
し
た
時
点
か
ら
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
即
ち
、
石
神
秀
美
氏
「
『
百
人
一
首

応
永
抄
』
小
論
―
応
永
の
奥
書
を
疑
う
―
」
（
山
田
昭
全
氏
編
『
中
世
文
学
の
展
開
と
仏
教
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
〇
）
、
澤
山
修
氏
『
百
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人
一
首
宗
祇
抄
の
研
究
』
（
雁
回
書
房
、
二
〇
一
二
）
、
さ
ら
に
近
年
の
久
保
木
秀
夫
氏
「
伝
後
小
松
院
筆
『
百
人
一
首
宗
祇
抄
』
断
簡
―

所
謂
『
応
永
抄
』
の
奥
書
問
題
に
及
ぶ
―
」（
『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
74
、
二
〇
一
六
）
に
よ
り
、
応
永
の
奥
書
が
偽
作
で
あ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

（
23
）

と
な
れ
ば
こ
の
注
は
宗
祇
の
著
作
と
考
え
て
問
題
無
く
、
そ
の
内
容
を
応
永

以
前
に
ま
で
遡
ら
せ
る
必
要
は
な
く
な
る
。『
満
基
抄
』
が
後
稿
本
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
文
明
十
年
以
後
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
み
て

問
題
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
必
然
的
に
そ
の
本
文
を
引
用
す
る
『
古
今
持
為
注
』
も
そ
れ
以
後
の
成
立
と
な
る
。 

 

ち
な
み
に
、
⑦
山
崎
氏
も
い
う
よ
う
に
、
厳
密
に
い
う
と
『
古
今
持
為
注
』
の
引
用
し
て
い
る
の
は
本
文
的
に
は
「
満
基
抄
」（
後
稿
本
・

乙
本
）
で
は
な
く
、
文
明
十
年
宗
祇
抄
（
前
稿
本
・
甲
本
）
で
あ
る
。

 

（
24
）

い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
明
十
年
成
立
の
宗
祇
（
一
四
二
一
～
一
五
〇

二
）
の
注
を
持
為
が
宝
徳
二
（
一
四
五
〇
）
年
に
引
用
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

故
に
、
現
形
の
『
古
今
持
為
注
』
を
持
為
の
所
説
と
見
做
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
、
こ
の
ｃ
は
仮
託
説
の
明
徴
と
見
做
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

 

付
言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
否
定
さ
れ
る
の
は
『
古
今
持
為
注
』
の
『
宗
祇
抄
』
引
用
部
分
の
み
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
部
分
に
限
っ
て
は
後

人
の
増
補
で
あ
り
、
母
体
は
あ
く
ま
で
持
為
の
注
で
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
ま
で
は
否
定
さ
れ
な
い
。 

  

ｄ
、
使
用
し
て
い
る
『
古
今
集
』
が
嘉
禄
二
年
本
（
冷
泉
家
証
本
）
よ
り
貞
応
二
年
本
（
二
条
家
証
本
）
に
近
い  

 

⑦
「
解
題
」
の
田
野
氏
執
筆
部
分
に
お
い
て
、『
古
今
持
為
注
』
が
使
用
し
て
い
る
『
古
今
集
』
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
春
部
に
お
い
て
、『
古
今
持
為
注
』
は
一
九
番
歌
→
一
八
番
歌
と
い
う
歌
順
を
と
る
が
、
こ
れ
は
貞
応
本
（
二
条
家
証
本
）
の
歌
順
と
一

致
し
、
嘉
禄
本
（
冷
泉
家
証
本
）
と
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
⑦
田
野
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
田
野
氏
は
、
そ
の
他
の
点
で
も
、

広
大
本
持
為
注
の
本
文
が
、
嘉
禄
二
年
本
よ
り
も
貞
応
二
年
本
に
近
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

 
（
25
）
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田
野
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
嘉
禄
本
は
「
門
外
不
出
の
秘
本
」
で
、
簡
単
に
講
釈
の
場
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
冷
泉
家
の
立
場
で
な
さ
れ
る
『
古
今
持
為
注
』
に
お
い
て
、
嘉
禄
二
年
本
で
は
な
く
貞
応
二
年
本
を

使
用
す
る
の
は
不
審
で
あ
り
、
仮
託
を
疑
わ
せ
る
に
足
る
事
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

一
条
兼
良
の
説
を
伝
え
る
『
一
禅
御
説
』
に
は
、
こ
の
貞
応
本
・
嘉
禄
本
問
題
に
つ
い
て
、 

平
定
文
、
是
を
貞
応
の
本
に
は
用
「
貞
」
字
、
悪
シ
。
嘉
禄
本
ニ
ハ
用
「
定
」
字
、
尤
よ
し
。
惣
而
嘉
禄
本
は
ま
さ
れ
り
。
貞
応
に

は
誤
多
と
奉
畢
。

 

（
26
）

（
【
14
】
） 

と
、
冷
泉
家
の
証
本
で
あ
る
嘉
禄
本
を
優
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
認
識
が
見
ら
れ
る
。
持
為
は
兼
良
の
家
司
で
あ
っ
た
。
兼
良
は
持
為
に

師
事
し
、
そ
の
歌
学
説
の
中
に
は
持
為
経
由
の
知
識
も
少
な
く
な
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
持
為
は
積
極
的
に
嘉
禄
二
年
本
の
優

位
性
を
説
い
て
い
た
と
思
し
い
。
つ
ま
り
こ
の
ｄ
も
ま
た
持
為
ら
し
か
ら
ぬ
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

猶
、
ど
う
し
て
も
真
作
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
教
助
に
は
嘉
禄
本
を
も
っ
て
伝
授
し
た
が
、
講

釈
の
場
に
同
座
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
明
献
は
嘉
禄
本
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
考
え
れ
ば
一
応
は
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
敢
え
て
そ
こ
ま
で
考
え
る
必
要
も
無
い
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 

 

結
論
と
し
て
は
、
ａ
～
ｄ
の
い
ず
れ
も
仮
託
説
の
根
拠
と
し
て
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
で
反
論
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
「
敢
え
て
い
う
の
で
あ
れ
ば
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
論
拠
と
し
て
の
信
頼
性
を
損
な
う
よ

う
な
反
論
は
未
見
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ｃ
か
ら
、
現
在
の
形
が
持
為
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
無
論
、
実

際
に
宝
徳
二
年
に
行
わ
れ
た
持
為
の
講
釈
を
母
体
と
し
て
、
後
人
（
奥
書
に
名
の
見
え
た
「
明
献
」
や
「
宗
雅
」
等
）
の
手
に
よ
り
増
補
・

改
変
が
加
え
ら
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
う
考
え
る
に
は
、
ａ
ｂ
ｄ
さ
ら
に
前
節
で
挙
げ
た
Ｃ
と
、
冷
泉
家
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の
歌
学
を
受
け
継
い
だ
人
の
注
説
と
し
て
問
題
の
あ
る
内
容
を
多
く
含
み
過
ぎ
て
い
る
。『
古
今
持
為
注
』
仮
託
説
は
真
作
説
よ
り
も
遥
か

に
有
力
な
説
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。 

 

五
、
再
び
奥
書
の
問
題
点 

  

第
三
節
と
第
四
節
で
の
分
析
結
果
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
通
説
に
反
し
て
、『
古
今
持
為
注
』
は
仮
託
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
立
の
上
限
は
、
引
用
さ
れ
る
『
宗
祇
抄
』
の
成
立
時
期
で
あ
る
「
文
明
十
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
嘉

禄
本
を
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
『
大
江
広
貞
注
』
や
『
古
今
和
歌
集
聞
書[

冷
泉
流]

』
な
ど
と
同

様
に
冷
泉
家
と
は
無
縁
の
場
に
お
い
て
、
宗
祇
流
な
ど
の
汎
二
条
流
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
注
釈
書
と
み

る
べ
き
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
共
通
の
基
盤
に
発
す
る
『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
も
ま
た
仮
託
で
あ

る
と
考
え
た
い
。 

 

右
の
ご
と
く
結
論
付
け
た
時
、
第
一
節
で
み
た
奥
書
に
、
新
た
な
問
題
が
浮
上
す
る
。
今
改
め
て
広
島
大
学
蔵
本
の
奥
書
を
掲
げ
る
。 

此
集
読
議
事
、
去
宝
徳
二
天
秋
、
依
花
頂
殿
様
之
御
競
望
、
冷
泉
持
為
尊
舌
所
也
。
仍
而
其
席
北
野
法
浄
院
之
明
献
同
聴
云
々
。
自

明
献
文
明
九
年
春
、
愚
老
宗
雅
伝
之
訖
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
明
九
天
三
月
日
（
Ａ
） 

 
 
 
 

此
集
読
議
事
、
自
北
野
法
浄
院
明
献
、
去
文
明
第
九
春
相
伝
仕
訖
。
然
処
、
今
度
之
紹
慶
御
競
望
之
間
、
自
愚
老
伝
之
処
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

明
応
〈
ひ
の
へ
／
た
つ
〉
林
鐘
上
旬
（
Ｂ
） 

即
ち
、
奥
書
（
Ａ
）
に
「
文
明
九
天
三
月
日
」
と
い
う
年
記
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
先
述
の
成
立
の
上
限
を
遡
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
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で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、『
古
今
持
為
注
』
が
仮
託
で
あ
っ
た
場
合
、
明
献
な
る
人
物
が
仮
託
者
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
こ
う
な

る
と
奥
書
（
Ａ
）
自
体
が
偽
作
の
奥
書
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

（
27
）

と
な
れ
ば
明
献
に
代
わ
り
、
仮
託
者
の
最
有
力
候
補
と
な
る
の
は
、

こ
の
偽
作
奥
書
（
Ａ
）
の
記
主
で
あ
っ
た
宗
雅
な
る
人
物
で
あ
る
。

 

（
28
）

明
応
年
間
に
紹
慶
に
伝
授
し
た
際
の
奥
書
（
Ｂ
）
と
併
せ
て
奥
書
（
Ａ
）

が
偽
作
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
か
。
で
あ
れ
ば
、
奥
書
（
Ｂ
）
に
見
え
る
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
の
年
記
が
本
書
成
立
の
目

安
と
な
る
。 

 

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
仮
定
し
た
場
合
、
諸
本
の
奥
書
に
も
問
題
に
な
り
そ
う
な
点
も
少
々
存
す
る
の
で
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。 

 

現
在
確
認
し
得
る
諸
本
の
う
ち
、
恐
ら
く
最
も
書
写
年
代
の
古
い
と
見
ら
れ
る
の
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
サ
２
・
20
）
本
で
あ

る
。
同
本
の
奥
書
は
次
の
通
り
。 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
サ
２
・
20
本
『
古
今
集
注
』
、
零
本
、
室
町
後
～
末
期
写
、
国
文
研
本
と
呼
ぶ
） 

此
集
読
議
事
、
去
宝
徳
二
天
秋
、
依
花
頂
殿
様
之
御
競
望
、
冷
泉
持
為
舌
所
也
。
仍
而
其
席
北
野
法
浄
院
之
明
献
同
聴
云
々
。
自
明

献
文
明
九
年
春
、
愚
老
宗
雅
伝
之
訖
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
明
九
天
三
月
日
（
Ａ
） 

（
Ａ
）
部
分
の
み
で
（
Ｂ
）
部
分
を
持
た
な
い
の
は
一
見
し
て
わ
か
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
が
（
Ａ
）
の
末
尾
一
文
を
線
で
抹
消
し
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
国
文
研
本
の
書
写
者
の
所
為
な
の
か
、
親
本
段
階
で
存
し
て
い
た
も
の
を
忠
実
に
写
し
た
だ
け
な
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
抹
消
の
意
図
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
一
先
ず
措
い
て
、
そ
の
他
の
写
本
の
奥
書
を
確
認
し
た
い
。 

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
二
六
六
―
一
五
本
『
古
今
和
歌
集
抄
』
、
寛
永
九
年
写
） 

此
集
読
議
事
、
去
宝
徳
二
天
秋
、
依
花
陰
被
様
々
御
競
望
、
冷
泉
持
為
舌
所
也
。
仍
而
序
北
野
法
浄
院
之
明
献
同
聴
云
々
。
同
明
献

文
明
九
年
春
。
（
Ａ
） 
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（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
四
〇
一
本
『
古
今
和
歌
集
解
』
、
〔
鷹
司
政
通
〕
写
）

此
集
談
議
事
者
、
宝
徳
二
天
秋
、
依
本
院
被
様
々
御
競
望
、
冷
泉
持
為
舌

演

処
也
。
仍
而
序
小
野
法
浄
院
之
明
献
問
聴
云
々
。
目
明
献
。

（
Ａ
）

書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
二
本
の
奥
書
を
掲
げ
て
み
た
。
確
認
可
能
な
そ
の
他
の
本
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
か
な
り
本
文
が
乱
れ
て
お
り
、

文
意
が
取
り
難
い
。
や
は
り
（
Ａ
）
部
分
の
み
で
あ
る
が
、
広
大
本
や
国
文
研
本
と
比
較
す
る
と
、
末
尾
の
文
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
文
の
途
中
で
改
丁
す
る
伝
本
が
存
在
し
、
何
ら
か
の
理
由
で
奥
書
末
尾
部
分
が
書
か
れ
た
丁
が
脱

落
し
た
後
に
、
そ
の
本
を
書
写
し
た
こ
と
に
よ
り
右
の
よ
う
な
奥
書
を
持
つ
伝
本
群
が
生
ま
れ
た
も
の
、
な
ど
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
先
に
見
た
国
文
研
本
の
抹
消
部
分
と
、
脱
落
部
分
と
が
概
ね
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
文
研
本
の
よ
う
に
末
尾

部
分
を
抹
消
し
た
本
を
書
写
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
い
う
可
能
性
も
出
て
く
る
。
そ
し
て
宗
雅
が
仮
託
者
だ
と
す
れ
ば
、
国

文
研
本
の
奥
書
末
尾
の
抹
消
は
、
偽
作
の
過
程
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
敢
え
て
奥
書
か
ら
自
ら
の
名
を
消
す
こ
と

に
よ
り
、
持
為
の
講
釈
を
直
接
聴
い
た
明
献
の
立
場
で
記
さ
れ
た
奥
書
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
な
り
、「
こ
の
注
釈
書
が
持
為
の
説
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
の
信
憑
性
が
増
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
或
い
は
そ
う
し
た
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

宗
雅
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
宗
祇
抄
』
を
「
二
条
家
説
」
と
し
て
、
自
説
と
対
置
す
る
態
度
か
ら
察
す
る
に
、
当
時
流
行

す
る
宗
祇
流
に
対
抗
す
る
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
連
歌
師
で
あ
っ
た
か
、
な
ど
と
想
像
さ
れ
る
。

猶
、
今
後
は
『
古
今
持
為
注
』
と
い
う
仮
託
註
釈
書
が
生
成
す
る
場
の
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
奥
書

中
に
見
え
る
「
北
野
」
な
ど
も
一
つ
の
手
掛
か
り
に
は
な
り
そ
う
で
あ
る
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。
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六
、
古
典
注
釈
に
お
け
る
持
為
説 

  

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
専
ら
『
古
今
集
』
注
釈
書
に
つ
い
て
問
題
に
し
て
き
た
が
、『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
も
―
―
真
偽
は
定
か
で
は

な
い
が
―
―
持
為
の
注
説
と
さ
れ
る
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
る
。 

 

所
謂
「
冷
泉
家
流
古
注
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
注
釈
書
群
の
中
に
、
持
為
説
と
さ
れ
る
注
説
を
含
む
も
の
が
存
在
し
て
い
る

（
29
）

。「
冷
泉
家
流

古
注
」
の
一
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』（
二
一
七
・
三
四
六
）
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
奥
書
に
持
為
の
名
が
見
え
る
。
同

本
の
奥
書
は
次
の
通
り
。 

此
聞
書
為
覚
不
顧
後
日
嘲
書
留
畢
。
穴
賢
。
不
可
有
外
見
者
也
。
古
今
説
、
為
覚
悟
計
顕
注
密
勘
之
詞
加
書
之
。
私
所
作
無
謂
。
以

後
、
穴
賢
。
不
可
用
之
。
右
筆
五
十
四
歳
。
古
本
ニ
書
リ
。
（
Ａ
） 

今
川
了
俊
談
義
聞
書
相
伝
之
時
節
、
正
徹
書
記
談
義
説
・
冷
泉
中
納
言
持
為
説
、
為
自
見
少
々
書
加
之
間
、
弥
他
見
非
無
其
憚
。
不
可

出
書
院
。
且
聞
違
、
且
文
字
等
書
失
在
之
。
重
而
猶
後
日
可
尋
決
之
。（
Ｂ
） 

持
為
説
、
古
注
相
違
、
無
作
者
。
歌
は
誰
に
て
も
あ
れ
、
押
而
不
可
顕
其
作
者
〈
云
々
〉。
哥
も
詞
も
句
面
を
本
に
せ
ず
は
、
難
叶
道

理
。
心
を
ふ
か
く
染
て
見
に
、
や
さ
し
く
お
も
し
ろ
か
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
と
也
。（
Ｃ
） 

右
此
一
部
之
聞
書
本
、
書
三
木
筑
前
入
道
昌
栄
以
自
筆
本
、
慥
如
本
書
之
。
雖
令
書
写
之
、
猶
以
為
大
部
物
之
間
、
落
字
文
字
書
違

等
可
有
之
哉
。
所
詮
任
先
哲
秘
言
。
穴
賢
々
々
。
不
覚
他
見
於
草
庵
可
朽
之
者
也
。
永
正
二
年
三
月
廿
八
日
書
写
畢
〈
云
々
〉。（
Ｄ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

注
本
世
間
雖
多
之
、
如
此
秘
本
稀
候
間
、
為
後
見
書
写
畢
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

永
禄
六
年
八
月
廿
日
書
写
畢
。
広
海
行
玉
廿
七
歳
書
之
。
（
Ｅ
） 
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右
此
註
本
雖
為
秘
蔵
以
悃
望
書
写
者
也
。
但
文
字
詞
不
顧
善
悪
如
本
書
写
畢
也
。
無
類
秘
本
間
、
他
見
有
間
敷
之
由
、
堅
以
誓
詞
相

伝
仕
者
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

延
享
二
年
五
月
下
旬 

 

（
Ｆ
） 

内
容
か
ら
便
宜
的
に
（
Ａ
）
～
（
Ｆ
）
の
記
号
を
付
し
た
が
、（
Ｂ
）
及
び
（
Ｃ
）
に
持
為
の
名
が
登
場
す
る
。
こ
れ
と
（
Ａ
）
の
記
述
と

を
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
は
、
今
川
了
俊
の
談
議
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
『
顕
注
密
勘
』
、
正
徹
談
議
、
持
為

説
の
三
種
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
増
補
時
期
の
下
限
が
奥
書
（
Ｄ
）
に
あ
る
永
正
二
（
一
五

〇
五
）
年
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
に
、
同
本
と
同
類
の
他
本
と
を
比
較
す
る
と
、
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
本
文
が
、
原
型
か

ら
何
重
も
の
増
補
が
加
え
ら
れ
て
成
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。（
Ｂ
）
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
持
為
説
」
が
、
書
陵
部

蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
本
文
の
ど
の
部
分
に
相
当
す
る
の
か
は
、
判
別
は
や
や
困
難
で
あ
る
が
、
木
戸
久
二
子
氏
、
さ
ら
に
林
克
則
氏
の
詳

細
な
他
本
と
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

 

（
30
）

両
氏
の
検
討
結
果
を
総
合
す
る
と
、「
持
為
説
」
と
考
え
ら
れ
る

部
分
は
、
宗
祇
流
の
『
伊
勢
物
語
』
注
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
年
代
的
に
見
て
「
実
際
に
そ
れ
が
持
為
の
説
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
疑

わ
し
い
」（
木
戸
氏
）
と
い
う
。
つ
ま
り
持
為
仮
託
の
『
伊
勢
物
語
』
の
注
説
が
室
町
中
後
期
頃
に
流
布
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
今
集
』
注
釈
に
お
け
る
、『
古
今
持
為
注
』
や
『
平
松
本
古
今
抄
』
所
引
持
為
説
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係

に
あ
る
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
宗
祇
流
注
釈
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
も
、『
古
今
持
為
注
』
に
お
い
て
『
百
人
一
首
宗
祇
抄
』
が

引
用
さ
れ
て
い
た
点
と
重
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

つ
ま
り
、
室
町
時
代
後
期
頃
の
古
典
注
釈
の
世
界
に
お
い
て
、
持
為
仮
託
の
学
知
が
現
れ
、
広
く
流
布
し
て
い
た
、
と
い
う
現
象
を
見

て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

で
は
何
故
持
為
な
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、『
実
隆
公
記
』
長
享
三
（
一
四
八
九
）
年
正
月
二
十
九
日
条
に
見
え
る
宗
祇
の
談
話
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が
参
考
に
な
る
。
宗
祇
が
実
隆
に
語
っ
た
歌
話
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

一
、
冷
泉
新
中
納
言
〈
為
広
卿
〉
、
古
今
伝
受
事
、
右
京
大
夫
政
元
所

（
細
川
）

望
之
処
、
為
之
朝

（
上
冷
泉
）

臣
依
未
練
、
彼
家
口
伝
持
為
卿
相
続
、
持
為

卿
逝
去
之
時
政
為
卿
約
少

〔
幼
〕

之
間
、
於
我
家
者
口
伝
事
断
絶
了
。
但
於
哥
少
々
不
審
事
在
之
者
可
尋
。
一
部
伝
受
事
不
可
叶
之
由
称
之

云
々
。

 

（
31
）

 

持
為
没
後
三
十
年
以
上
経
過
し
た
時
期
の
記
事
で
あ
る
。
管
領
細
川
政
元
が
上
冷
泉
為
広
に
伝
授
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
流
行

し
て
い
た
宗
祇
流
と
は
異
な
る
、「
冷
泉
家
流
」
の
口
伝
も
一
定
の
需
要
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
冷
泉
家

の
古
今
口
伝
が
上
冷
泉
家
で
は
な
く
下
冷
泉
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
、
持
為
逝
去
に
と
も
な
い
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
内
容
が

語
ら
れ
て
い
る
。

 

（
32
）

さ
ら
に
持
為
と
い
う
歌
人
が
没
後
四
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
存
在
感
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
記

事
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

以
上
を
総
合
す
る
に
、
室
町
中
後
期
頃
に
お
い
て
、
自
ら
の
学
知
に
当
時
主
流
と
な
っ
て
い
た
宗
祇
流
を
は
じ
め
と
す
る
汎
二
条
流
と

は
異
な
る
次
元
の
権
威
付
け
を
し
よ
う
と
し
た
時
、
既
に
故
人
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
な
り
の
権
威
を
有
し
て
い
た
持
為
は
、
仮
託
の
対
象

と
し
て
格
好
の
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
の
当
時
の
冷
泉
家
の
古
今
口
伝
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
仮
託
説
の
真
偽
も
確
認
す
る
術
は
な
く
な
る
の
で
、
仮
託
す
る
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
と
思
量
さ
れ
る
。
そ
し
て
冷
泉
流
（
非

二
条
流
）
の
学
知
の
需
要
に
よ
り
、
持
為
仮
託
の
学
知
は
積
極
的
に
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

本
稿
で
は
、
持
為
の
真
説
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
て
い
た
『
古
今
持
為
注
』
の
真
偽
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
学
が
そ
の
論
拠
と
す
る
と
こ
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ろ
に
つ
い
て
、
一
つ
ず
つ
検
討
を
加
え
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
真
作
説
の
論
拠
と
さ
れ
て
き
た
も
の
は
必
ず
し
も
論
拠
し
て
有
効
な
も

の
で
は
な
い
一
方
、
仮
託
説
の
論
拠
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
何
れ
も
一
定
の
説
得
力
あ
る
も
の
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
結
論
と
し
て
、

『
古
今
持
為
注
』
は
仮
託
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
見
解
を
提
示
し
た
。
下
冷
泉
持
為
の
歌
学
や
冷
泉
家
の
古
今
学
を
考
え
る
際
の
資
料
と

し
て
『
古
今
持
為
注
』
を
使
う
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 

一
方
で
、
室
町
期
に
お
け
る
仮
託
書
の
問
題
や
「
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
古
注
」
の
問
題
な
ど
を
考
え
る
際
に
は
、
参
照
価
値
を
有
す
る

資
料
と
な
る
。
今
後
は
そ
う
し
た
問
題
の
検
討
に
お
い
て
、
『
古
今
持
為
注
』
を
積
極
的
に
活
用
し
て
ゆ
き
た
い
。 

 

【
付
記
】
本
文
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
一
部
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
小
字
は
〈 

〉
で
示
し
た
。 

猶
、
本
稿
はJ

S
P
S

科
研
費J

P
1
8
K
1
2
3
0
5

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
平
成
26
～

28
年
度
に
行
わ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
特
定
研
究
「
中
世
古
今
集
注
釈
書
の
総
合
的
研
究
―
「
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
を

中
心
に
―
」
（
研
究
代
表
者
：
山
本
登
朗
氏
）
の
第
二
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
二
月
一
四
日
開
催
）
に
お
い
て
「
冷
泉
家
派

の
古
今
集
注
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
口
頭
発
表
を
行
っ
た
際
に
賜
っ
た
御
指
摘
を
始
発
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
席
上
そ
の
他
の

場
に
お
い
て
、
有
益
な
御
教
示
を
下
さ
っ
た
諸
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
近
世
初
期
ま
で
含
め
れ
ば
、『
良
恕
親
王
注
』（
曼
殊
院
蔵
『
古
今
鈔
』
、『
曼
殊
院
蔵
古
今
伝
授
資
料
』
第
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一

九
九
一
）
に
影
印
解
題
さ
れ
る
）
も
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
奥
書
か
ら
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
十
一
月
二
十
五
日
、

曼
殊
院
良
恕
親
王
（
一
五
七
四
～
一
六
四
二
）
が
藤
谷
（
冷
泉
）
為
賢
（
一
五
九
三
～
一
六
五
三
）
よ
り
冷
泉
家
説
を
伝
授
さ
れ
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た
際
に
、
そ
の
内
容
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
、
素
性
の
は
っ
き
り
し
た
冷
泉
流
『
古
今
集
』
注
釈
書
で
あ
る
。

後
述
の
通
り
中
世
成
立
の
汎
冷
泉
流
『
古
今
集
』
は
成
立
事
情
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
近
世
の
も
の
で
は
あ
る

が
、
実
際
の
冷
泉
家
で
ど
の
よ
う
な
注
説
が
授
受
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
無
視
し
難
い
注
で

あ
る
。
し
か
し
、
他
流
の
注
説
を
か
な
り
取
り
込
ん
で
お
り
、
為
相
以
来
の
冷
泉
家
歌
学
を
こ
の
注
か
ら
考
え
る
の
は
、
些
か
難

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

ま
た
、「
注
釈
書
」
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
冷
泉
流
の
古
今
学
資
料
と
し
て
は
、
広
島
大
学
蔵
伝
冷
泉
為
和
筆
『
古
今
聞
書
』

行
間
書
入
が
あ
る
（
日
高
愛
子
氏
「
広
島
大
学
蔵
伝
冷
泉
為
和
筆
『
古
今
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
中
世
国
文
学
』
25
、
二

〇
一
〇
）
等
参
照
）。
こ
の
書
入
が
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
無
い
が
、
全
く
冷
泉
家
当
主
と
無
縁
な
も
の
で
も

無
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
古
今
伝
受
切
紙
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
（
川
平
ひ
と
し
氏
「
冷
泉
為
和
相
伝
の
切
紙
な
ら
び
に
古

今
和
歌
集
藤
沢
相
伝
に
つ
い
て
」（
『
中
世
和
歌
テ
キ
ス
ト
論
―
定
家
へ
の
ま
な
ざ
し
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
、
附
属
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ

Ｏ
Ｍ
所
収
）
等
参
照
）。
こ
ち
ら
は
実
際
の
冷
泉
家
当
主
（
為
和
）
に
よ
る
伝
授
の
痕
跡
を
留
め
る
資
料
で
あ
る
。
古
今
伝
受
関

連
資
料
と
し
て
は
、
冷
泉
家
に
誓
紙
類
も
伝
存
し
て
い
る
。 

（
2
）
第
三
節
に
お
い
て
触
れ
る
。 

（
3
）
ⅲ
に
つ
い
て
は
、「
冷
泉
流
を
標
榜
す
る
古
今
集
注
―
『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
人
間
文
化
研
究
機
構

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界 
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
を
ひ
も
と
く
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
）
、

ⅳ
に
つ
い
て
は
、「
室
町
期
冷
泉
家
古
今
学
に
関
す
る
一
資
料 
―
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』
所
収
の

古
今
注
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
藝
文
研
究
』
一
〇
七
、
二
〇
一
四
）
、
「
翻
刻 
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』

所
収
古
今
注
」
（
『
三
田
國
文
』
59
、
二
〇
一
四
）
で
論
じ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
猶
、
ⅲ
は
冷
泉
家
当
主
の
注
釈
で
は
な
い
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も
の
の
、
実
際
に
室
町
後
期
頃
の
冷
泉
家
で
行
わ
れ
て
い
た
注
説
が
幾
ば
く
か
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
し
い
。 

（
4
）
持
為
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期
〔
改
訂
新
版
〕
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
）
、
熱
田
公
氏

「
古
文
書
に
み
る
中
世
の
冷
泉
家
七 

下
冷
泉
家
の
分
立
」（
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
月
報
』
41
、
二
〇
〇
〇
）
、
小
川
剛
生
氏
「
為

右
の
最
期
―
二
条
家
の
断
絶
と
冷
泉
家
の
逼
塞
」（
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
―
撰
歌
と
歌
人
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
七
）
等
に
詳

し
い
。 

（
5
）
下
冷
泉
為
経
「
惺
窩
先
生
系
譜
」
（
『
惺
窩
先
生
文
集
』
所
収
）
、
『
系
図
纂
要
』
な
ど
。 

（
6
）
注
（
5
）
所
掲
の
「
惺
窩
先
生
系
譜
」
に
「
為
尹
有
三
子
、
長
曰
為
之
、
次
曰
為
員
、
次
曰
持
和
。
持
和
生
而
穎
悟
、
才
過
二

兄
。
故
為
尹
太
愛
之
。
釈
氏
有
請
以
為
弟
子
者
、
不
聴
。
左
大
臣
義
持
公
賜
持
字
、
名
持
和
。
因
為
伯
父
為
邦
後
嗣
、
伝
奇
書
秘

笈
。
襲
号
御
子
左
。
以
采
邑
不
給
故
来
帰
。
為
尹
乃
分
与
細
河
之
地
、
号
冷
泉
。
吾
家
今
猶
并
用
二
条
之
家
規
、
本
出
于
此
。
後

更
名
持
為
」
（
日
本
教
育
思
想
大
系
）
と
あ
る
。 

（
7
）
長
享
三
（
一
四
八
九
）
年
一
月
二
十
九
日
条
。
当
該
部
本
文
は
第
六
節
で
引
用
す
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
に
従
う
。
こ
こ
で
宗
祇

が
語
っ
た
内
容
が
ど
こ
ま
で
真
実
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
無
い
。
も
し
『
古
今
持
為
注
』
が
説
く
注
説
が
持
為
の
真
説
と
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
宗
祇
の
発
言
の
真
偽
を
検
証
す
る
た
め
の
資
料
と
も
な
り
得
る
。 

（
8
）
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
古
今
集
註
釈
書
伝
本
書
目
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
）
に
合
わ
せ
た
形
で
あ
る
。

猶
、
先
行
研
究
を
引
用
す
る
際
は
、「
持
為
抄
」
・
「
持
為
注
」
な
ど
、
本
文
そ
の
ま
ま
の
書
名
で
引
用
す
る
が
、
同
一
の
も
の
で

あ
る
。 

（
9
）
主
に
田
野
慎
二
氏
・
山
崎
真
克
氏
「
解
題
」『
冷
泉
持
為
注 

古
今
抄
（
広
島
大
学
蔵
）
下
』（
広
島
平
安
文
学
研
究
会
翻
刻
平
安

文
学
資
料
稿
第
三
期
第
三
巻
、
一
九
九
七
、
奥
書
の
検
討
部
分
は
山
崎
氏
の
担
当
）
を
参
照
し
た
。 
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（
10
）
諸
本
を
見
る
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
鷹
四
〇
一
）
奥
書
に
は
、「
読
議
」
は
「
談
義
」
、「
尊
舌
」
は
「
演
舌
」
と
見
え
る
。
こ

ち
ら
で
あ
れ
ば
意
味
は
通
じ
る
。
「
読
議
」
「
尊
舌
」
は
あ
る
い
は
「
談
義
」
「
演
舌
」
の
誤
り
か
。 

（
11
）
川
上
新
一
郎
氏
他
「
古
今
和
歌
集
注
釈
書
・
伝
授
書
年
表(

稿)

」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
47
、
二
〇
一
二
）
参
照
。
教
助
は
花
山

院
持
忠
男
で
足
利
義
教
の
猶
子
と
な
り
花
頂
門
跡
を
継
承
し
た
人
物
（
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
四
（
一
四
三
二
）
年
六
月
二
日

条
な
ど
参
照
）
。
「
花
頂
門
跡
」
に
つ
い
て
は
勝
野
隆
信
氏
「
花
頂
門
跡
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
75
、
一
九
五
四
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。 

（
12
）
第
五
節
に
お
い
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
諸
本
の
中
に
は
宗
雅
の
名
を
記
さ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
明
ら
か
に
（
Ａ
）
宗
雅
奥
書
が

崩
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
宗
雅
を
介
在
し
な
い
伝
授
経
路
を
示
す
奥
書
の
例
と
は
見
做
す
こ
と
は
出
来
な
い
。 

（
13
）
持
為
・
明
献
、
あ
る
い
は
持
為
か
ら
直
接
伝
授
を
受
け
た
人
物
を
記
手
と
す
る
奥
書
は
存
在
し
な
い
。
注
（
7
）
所
掲
の
「
解

題
」
参
照
。 

（
14
）
論
考
の
発
表
は
④
片
桐
氏
と
⑤
井
上
氏
と
は
ほ
ぼ
同
時
で
あ
り
、
⑤
井
上
氏
論
の
執
筆
時
に
は
④
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
⑤
井
上
氏
は
片
桐
氏
の
活
字
化
前
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
も
考
慮
の
上
で
『
古
今
持
為
注
』
の
真
偽
の
問
題
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
15
）
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
六
』（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
八
七
）
。 

（
16
）
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
』（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
一
）
。 

（
17
）「
な
ら
の
帝
」
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
～
六
』（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
一
～

一
九
八
七
）
等
参
照
。 

（
18
）
三
輪
正
胤
氏
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
四
）
第
三
章
第
一
節
、
石
神
秀
晃
氏
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
金
玉
双
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義
」
解
題
併
翻
刻
上
」（
『
三
田
國
文
』
15
、
一
九
九
一
）
、
林
克
則
氏
「
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
古
注
と
為
顕
流
と
の
接
点
を
め
ぐ

る
一
考
察
」
（
山
田
昭
全
氏
編
『
中
世
文
学
の
展
開
と
仏
教
』
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
）
等
参
照
。 

（
19
）
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
六
』
二
三
一
頁
。 

（
20
）
現
在
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
歌
学
書
・
註
釈
書
類
の
中
に
は
、
冷
泉
家
外
で
成
立
し
た
書
も
見
え
る
。 

（
21
）
い
わ
ゆ
る
「
不
立
不
断
論
争
」
で
あ
る
。『
源
承
和
歌
口
伝
』『
延
慶
両
卿
訴
陳
状
』
な
ど
参
照
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
片
桐
氏

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
～
六
』（
前
掲
）
は
じ
め
多
く
の
論
考
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

（
22
）
引
用
は
坂
本
清
恵
氏
「
東
山
文
庫
本
『
僻
案
抄
』
翻
刻
」
（
『
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
索
引
』
20
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
る
。 

（
23
）
石
神
氏
が
提
示
し
、
久
保
木
氏
が
実
証
的
に
論
じ
た
よ
う
に
、
同
本
の
書
写
年
代
が
応
永
よ
り
下
る
（
久
保
木
氏
は
「
室
町
時
代

後
～
末
期
」
と
す
る
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
応
永
奥
書
が
本
文
と
別
筆
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
看
過
し
が
た
い
。
こ
れ
は
、
久
保
木

氏
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、「
通
常
の
書
写
過
程
か
ら
す
る
と
、
説
明
す
る
の
が
極
め
て
困
難
」
で
あ
り
、「
応
永
十
三
年
奥
書

は
そ
れ
自
体
が
、
相
当
に
疑
わ
し
い
」
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
応
永
奥
書
が
真
で
あ
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
『
満
基
抄
』
は
応
永
十
三
年
に
書
写
さ
れ
た
本
の
転
写
本
と
な
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
当
然
本
文
と
奥
書
と
は
同
筆
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
応
永
奥
書
は
後
代
の
偽
作
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
（
そ
の
他
に
も
問
題
点
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
）
こ
れ
に
よ
り
、
応
永
奥
書
の
偽
作
な
る
こ
と
は
決
定
的

と
言
え
よ
う
。 

（
24
）
田
中
氏
が
『
宗
祇
抄
』
で
は
な
く
『
満
基
抄
』
の
引
用
と
認
定
し
た
理
由
は
、
年
代
的
に
応
永
年
間
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
持

為
が
引
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
『
宗
祇
抄
』
の
引
用
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

（
25
）
定
家
書
写
の
『
古
今
集
』
の
う
ち
、
下
冷
泉
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
伊
達
家
旧
蔵
無
年
号
奥
書
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本
（
伊
達
本
）
が
あ
る
（
日
下
幸
男
氏
「
俊
成
・
定
家
・
為
家
本
伝
来
管
見
」
（
『
中
世
文
芸
論
稿
』
５
、
一
九
七
九
）
参
照
）。

こ
の
伊
達
本
の
歌
順
も
嘉
禄
二
年
本
同
様
に
一
八
番
→
一
九
番
歌
の
順
を
と
り
、
『
古
今
持
為
注
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。 

（
26
）
武
井
和
人
氏
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究 

増
訂
版
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
。
こ
こ
で
「
貞
文
―
定
文
」
の
異
同
が

言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
『
古
今
持
為
注
』
は
（
現
存
伝
本
で
は
）
貞
応
本
と
同
じ
「
貞
文
」
表
記
を
採
っ
て
い
る
。 

（
27
）
た
だ
し
、
『
宗
祇
抄
』
の
基
に
な
っ
た
東
常
縁
の
講
釈
が
行
わ
れ
た
の
は
文
明
三
年
で
あ
る
の
で
、
現
存
資
料
で
確
認
出
来
な
い

だ
け
で
、
文
明
三
年
以
降
文
明
九
年
春
以
前
に
注
釈
本
文
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
は
残
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
文
明
九
年
の

奥
書
を
問
題
視
す
る
理
由
は
無
く
な
る
。 

（
28
）
宗
雅
は
歌
壇
史
上
の
有
名
人
で
は
な
く
、
そ
こ
ま
で
権
威
を
有
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
宗
雅
仮
託
の
可
能
性
ま
で
は
考

え
る
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。 

（
29
）
こ
の
「
冷
泉
家
流
古
注
」
に
つ
い
て
の
主
要
な
研
究
成
果
と
し
て
、
大
津
有
一
氏
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』（
八
木
書
店
、

一
九
五
四
、
増
訂
版
一
九
八
六
）
、
片
桐
洋
一
氏
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
編
〕
』
、
明
治
書
院
、
一
九
六
八
）
、
神
田
裕
子
氏
『
能

と
古
注
釈
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
30
）
木
戸
氏
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
の
増
補
部
分
の
性
格
―
そ
の
旧
注
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
―
」
（
『
中
古
文
学
』

49
、
一
九
九
二
）
及
び
林
氏
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
」
の
形
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」（
大
正
大
学
大
学
院
研
究

論
集
』
23
、
一
九
九
九
）。 

（
31
）
引
用
は
高
橋
隆
三
氏
編
『
実
隆
公
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
よ
る
。 

（
32
）
実
際
に
冷
泉
家
の
口
伝
が
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
持
為
の
歌
学
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
『
康
富
記
』
享
徳
三

（
一
四
五
四
）
年
九
月
一
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。 
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冷
泉
大
納
言
入
道

冷
泉
大
納
言
逝
去
事
、
持
為
卿

円
寂
云
々
。
自
夏
始
病
気
也
〈
年
五
十
四
歳
云
々
〉
。
円
福
寺
長
老
為
知
識
勧
臨
終
念
仏
給
。
今
朝
被
詠

辞
世
和
歌
之
由
、
後
日
承
及
之
。

う
れ
し
さ
よ
か
ゝ
る
み
の
り
を
え
ぶ
の
身
の
お
は
り
み
だ
さ
ぬ
十
声
一
こ
ゑ 

閻
浮

え

ぶ

也
。

歌
道
家
秘
事
口
伝
等
相
伝
息
女
云
々
。
子
息
成
為
幼
稚
之
故
也
。
（
増
補
史
料
大
成
）

持
為
逝
去
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
持
為
の
歌
学
は
幼
少
の
成
為
（
後
の
政
為
、
十
歳
）
に
代
わ
り
、
息
女
（
芳
春

院
、
～
一
五
〇
七
）
が
継
承
し
た
ら
し
い
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
為
は
成
長
後
に
姉
で
あ
る
芳
春
院
よ
り
伝
授
を
受
け
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
必
ず
し
も
持
為
の
死
を
も
っ
て
そ
の
歌
学
が
絶
え
た
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
所
引
の
『
実
隆
公

記
』
記
事
の
示
す
通
り
、
一
部
の
人
々
の
間
で
は
断
絶
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
点
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
う
し
た

認
識
が
仮
託
を
容
易
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

猶
、
木
戸
氏
系
の
『
百
人
一
首
』
注
釈
で
あ
る
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
『
百
人
一
首
抄
』（
米
沢
善
本
一
八
六
）
に
は
、「
持
為
御

息
幼
少
之
間
、
孝
範
哥
道
相
伝
、
家
返
調
申
也
」
と
あ
る
。
幼
少
の
政
為
に
代
わ
っ
て
歌
学
を
伝
授
さ
れ
た
木
戸
孝
範
が
後
に
返

し
伝
授
を
行
っ
た
、
と
読
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
芳
春
院
で
は
な
く
孝
範
が
下
冷
泉
家
歌
学
を
断
絶
か
ら
救
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
事
実
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
同
時
代
史
料
で
あ
る
『
康
富
記
』
の
記
述
が
真
実
に
近
い
も

の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
孝
範
が
地
方
等
に
お
け
る
、
自
ら
の
歌
学
を
権
威
化
せ
ん
が
た
め
の
喧
伝
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ

れ
も
ま
た
、
持
為
と
い
う
名
が
持
つ
高
い
権
威
性
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
自
ら
の
歌
学
の
権
威
化
に
、
持
為
の
名
が
極
め

て
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
よ
う
。
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According to the colophon, the annotated edition of the Kokin 

Wakashū of the Muromachi period, called Kokin-mochitame-chū, is 

thought to be a reproduction of a record of a Reizei Mochitame's lecture. If 

this one was truly annotated by Mochitame, it would be the only one 

clearly identified among the annotated edition of Kokin-shū in broadly 

spanned of Reizei-ha appeared in the Middle Ages. Then, it would be an 

important material to learn Kokin-gaku passed down in Reizei-family. 

However, preceding research consider the text as mistakenly attributed to 

Mochitame. In the theory supporting its authenticity, which is currently 

the common theory, suspicious points are also seen. Therefore, in this 

article, we specifically examined the items listed as the basis of both the 

theory supporting the authenticity and the inauthenticity and then added a 

second consideration on the problem of genuineness. As a result, it was 

confirmed that anything cited as the basis of the inauthenticity theory is 

reasonable and persuasive while any of items cited as the basis of the 

theory supporting the authenticity was found not decisive at all. Contrary 

to the commonly adopted theory, we concluded that the Kokin-Mochitame-chū 

was not including Mochitame’s notion. It must have been produced by

people who tried to compete with the Nijō-ryū such as Sōgi-ha in the late 

Muromachi period (after the year 10 of the Bunmei era).  

Additionally, based on that conclusion, we reconsidered the problem of 

the colophon and further mentioned the problem of the theory suggesting 

that the Ise Monogatari annotation was advocated by Mochitame. 
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